古今集・紀貫之・一六二番歌「時鳥人まつ山になくなれば我うちつけに恋まさりけり」の解釈 by 川野, 良
「時烏人まつ山になくなれば我うちつけに恋まさりけり」の歌
は、古今集では夏の部立に選入されているが、貰之集では恋の六四三番で「なくなれば」が「なく時は」となっている。「なり」は伝聞・推定の助勁詞で、物 見えなくても音響が開こえるこeu――
 
とをいい、
より適切な表現になっている。貰之は、
古今集の選
者であるので自分自身の改変であろう。
「ほととぎす」は、万葉集以後の代表的な夏の烏である。第四
句の「うちつけに」は「物をばっと打ちつけるように瞬間的で、深い理由・考えもな さま」のことで、
「突然に、急に
j桂一どいう
意味である。貰之集に、この「うちつけ」の語を用いた歌が三首みられ、また古今集にも二首みられるが、＊それ以前 用例はみられなかった。第五句の「恋まさりけり」 万薬 に一＿首みられ少し古風な表現 ろう。
ところで、第二句「人まつ山に」の解釈について注釈書を見て
いくと、近世では
（私秘聞）待ヲ松ノ字ニウケタリ。名所ノ松山二非ズ。（遠鏡）
人ガ来モセウト待テ居ル此松山二
（栄雅）
松を待によみなせり。松
山は
謹岐なり。
と解されている。現代になると
（金子評釈）われを待っ愛人（窪田評釈）山を夏修行の為にこもった所（竹岡全評釈）「人まつ」
は「人ガ待っ」とも解せるが「人
ヲ待っ」
．
（古典全集）人まつ山は松山を引き出すためだけのもので実
景ではない
などと「人まつ山」に関しては様々に解されている。
しかし、一
般には
（三浦新講）人を「待っ」といふ松の木のある山の意で「ま
つ」で「待つ」と「松」とを兼ねたもの、松山は普通名詞 どこであらうと松のある山である
JI I 
野
古今集•紀貫之・一六二番歌
「時鳥人まつ山になくなれば我うちつけに恋まさりけり」
の解釈
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とい
うように、「待っ」と「松」が掛詞に
なっており
、
この「松
山」は「松の
生えている山」と普通名詞として解されているが、
「まつ山」は、
近世の注釈で問題にされ
てい
るように「末の松
山」と混同されていたようである。
きみをおきて
あだし心をわが持たば末の松山浪もこえなん
（古今集・東歌•10九
l-_
）
から「浪」「浪越す」「浪越ゆ」などの語によって、「松山」だけで「末
の松山」を意味するようになった。
したがって、「松山」
の用例はすべて「末の松山」であり「末の松山」と混同され現在では普通名詞とし 解されている。
「日本国語大辞典
j
によれば、「待っ」とは「人、
時、
物事な
どの到来や拗きかけを予期し、
期待してその場にとどまってじっ
としでいること」であり、
その用例として古今集・夏の
さつきまつ花たちばなの香をかげば昔の人の袖の香ぞする（一三九•読み人しらず）
があげられている。「さつき を待つのは「花たちばな」であり、
「花たちばな」は「さつき」が
くるの
をじっとその場にとどまっ
-it-――) 
て待っているのである。
この歌は伊勢物語六十段、
むかし、
おとこ有りけり。宮仕へいそがしく、
心もまめな
らざりけるほどの家刀自まめに思はむとい
ふ人につきて、
人
の国へいに
にけり。
このおとこ、宇佐の使にていきけるに
ある国の祗承の官人
の要にてなむあると
き、て、「女あるじ
さ月まつ山郭公うちはぷき今もなかなむ去年のふる声（よみ にかはらけとらせよ。
さらずは飲まじ」といひければ、
かは
らけとりて出したりけるに、
さかな
なりける橘をとりて
、
五月まつ花たちばなの香をかげばむかしの人の袖の香ぞする
といひけるにぞ思ひ出でて、
尼になりて、
山に入りてぞあり
ける。
にもひ
かれている古歌で
あるが、
この六十段の地の文によれば、
宮仕えに忙しく、
気持ちの上でも誠実さ
に欠ける男の要であった
女が、
逆に誠意をつくそうという男にしたがって
地方に行ってし
まった
もとの男が宇佐の勅使であり、
今の男がそれを接待す
る役人であったので再ぴ対面するのが可能となった。
そのときに
元の男が自分の心を託して、
たまたま酒肴の橘を手にとってよん
だのがこの「五月まつ」 歌である。
そしてこの歌は、
下句の
「むかしの人 袖の香ぞする
」が「昔の恋しい人の袖の香が匂っ
てくる」ともと 要へ 心情吐露と とりあげられるが、
上句
の「五月まつ」は自分 もとを去 て行った女へ、
またあう機会
を予期し 待っていたもと 男がそ 機会が到来し
た今、
昔の自
分を反省した気持ちをこめて 歌をよんだのではないで ろうか。「五月まつ」は、 花たちばな」のみが主語ではなく男の気持ちもこめられている。
また一三七番の
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,.
人しらず）
においても、「五月を待って嗚くやまほととぎすよ。
羽を振って
いますぐにも嗚いてくれ、
去年開き恨れたあの声で。」となり、
「五月」を「まつ」のは
「やまほとと
ぎす」なのであるが、
実際
にはそのや ほとと
ぎすを待っているのは人間なのであって、
「まつ」には
そのふたつの意味がこめられているのである
。
「人まつ」に続くもの
は、「虫」
「時」
「風
」などがみられる。
①あきののに人松虫のこゑすなり我かとゆきていざとぶ
らはむ
（古今集・秋上・ニ0ニ・よみ人しらず）
②契りけむ程や過ぎぬる
秋ののに
人松虫の声のたえせぬ（拾遺
集・秋・一八一・よみ人しらず）
③とふ人もい
まはあらし
の山風に人ま
つむしのこゑぞきこゆる
（拾遺抄・秋・三ーニ
・よみ人しらず）
④夕されば
人まつむしのなくなへにひとりある身ぞおきどころ
なき（同．恋四・一六四四・貫之）
⑤夜もすがら
人まつむしの声きけばさもあらぬ袖も露けかりけ
り（久安百首・三三五・顕輔）
⑥たれとなく人まつむしをしるべにてさそふか
のぺにひとりゆ
＇
・く
月（秋篠月消集・九八四）
「人松虫」は、「人待っ」と
「松虫」が掛詞となってい
る。
そ
して、「古文
読解
の
ための文法」（佐伯梅友著・三省堂・一九八
八）には
①の歌を例歌としてあげ
「人ま
つ虫の声」は、
人を待っ虫の声では
なくて、「人を待
、、つ松虫の声」なのです。「まつ」のところをかけことばにして圧縮しました。
とある。
このことを踏ま
えて解釈す
ると、「秋の野に、
人を待っ
という松虫の声
がする。待っているのは私かとさあたずねてみよ
う。」となるし、
②では、「約束した時期が過ぎたのであろうか
、
秋の野に人を待っ松虫の声が聞こえ くることだ。」となる。
ま
た、
③では、「あらし」が「あらじ」と「嵐
j
の掛詞になってい
て、「たずねて来る
人も今はないそんな嵐
の山風なのに人を待っ
という松虫の声が聞こえてくるよ」と
解されるし、
④では、「タ
方になると
人を待っという松虫が鳴くにつ
れてたったひとりで
いる我身は置き所がないなあ。」 解釈できる。⑤は「一晩中人を待っという松虫の声を聞 ている そうでもなかった私の袖が涙でぬれてしま よ。」となり、⑥は、「誰と言うことはないが人を待っ松虫をし ぺにして誘っているのだ
ろうか、
野辺にひとり
ゆく月である。」と解される
。
①の歌の待っている
対象は、「私」であり「
松虫」は
「私」を
待っているのである。
あたかも
「松虫」自身に
心があるかのよう
である。③の歌にし
ても、
自分自身は「とふ人もいまはあらじ」
とわかっていながらも、
「人まつむしのこゑぞきこゆる」と松虫
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はなおも待ち続けているのであり｀④の歌においても松虫でさえも人を待っているのに、自分はたったひとりで身の置き所がないと我身をなげい 。⑤では、
松虫の声によって自分自身はそ
うは意識しなかった
「人を待っ」という自分の気持ちが喚起され
ている。⑥では、松虫がその嗚き声によってあたかも月の行くしるべになっているのである。「松虫」以外には、「風」「島」「山」などがある。①わかれぢのこころやそらにかよふらんひとまつかぜのたえず
ふくかな（成尋阿闊梨集・ニ五）
②心あらば
ふかずもあらなんよひよひに人まつ宿の庭のまつ風
（新古今集・恋四・一三―-．慈円）
③ふけまさる
人まつかぜのくらき夜にやまかげつらきさをしか
のこゑ（王葉集・秋上・五六七・定家）
④ありあけの月 つやまのふもとにてうきよのやみはお
もひし
りきや（同·一五四五）
⑤ふくる夜を心ひとつにうらみつつ
人まつしまのあまのもしほ
火（拾遺愚草・ニ三一八）
⑥たのめおきし人松風のさ夜すみておもひにかよふよぶ 烏か
な（同員外．―-五）
などがあげられる。①の歌において
は、
自分はもう恋しい人とは
別れてしまおうと思いながら、
その心
が空に通ったのだろうか、
人を待っ松風 吹いてい となっ
て、
自分の心の揺れを松風の心
で表現する。②の歌
においては、「もしもお前に心があるならば
吹かないでほしい。宵ごとにあの人を待っている我家の庭の待っという松風よ。」と
「人まつ宿」と
「庭の松風」のように
「まつ」
を繰り返して語調を整え、「心あらばふかずもあらなん」と松風の心に訴えかけ いる ③は
夜がふけてこない人を待っという、
松風 暗い夜に山の影がたえられない上に鹿の嗚き声が寂しく開こえていて、「くらき夜」「やまかげつらき」など自分が待っている人は、
もはややって来ないであろうという絶望感とは別に「人
まつかぜ」は吹き続けているのであるc④でも有明
の月を待つの
は松山である。⑤も恋しい人も来ない 更けていく夜をたった一人で
恨みながら人
を待つ松島のあまのもしほ火をみてい
る、
心で
はもう来ないかもしれないと諦めながら、
松島のもしほ火を自分
の心のイメージとしてとらえてい
る。⑥は、「たのめおきし」と
松風に頼んでいると解釈 き
このように
、「人まつ風」
「人まつ虫」「人まつ山」「人まつし
ま」は単なる掛詞ではなくて、それぞれ風ゃ虫ゃ山 心をみとめ、その心に自分の心を託したり、
イメージ化して待っているのであ
る
。「まつ山」に関する用例は他のものに比ぺて大変少なく、
この
貰之の歌を本歌取にしたも もみられ 。
①ひぐらしに君まつやまのほ
ととぎすとはぬ時にぞこゑも惜し
，ま
ぬ（大和物語・ニ十四段
）
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②たづねずはいかできかま
し時烏人まつやまのあり明のこゑ
（鳥羽影供歌合・一八・兼宗）
③きかじだに人まつ山の時鳥
われも
うちつけのさよの一こゑ
（水無瀬釣殿歌合・一六 雅経）
④よそにまた
こころなわけそほととぎす人まつ山のよはの一こ
ゑ（干五百番歌合・七二九・寂蓮）
⑤う
ちつ
けにそれかと
ぞきく
郭公人まつ山
にし
の
ぴねの声
（同・六九七・家陸）
⑥きかぬまの心はしるや郭公人まつ山のゆふぐれのこゑ（正治
後百首・一
ii
―六・具親〉
噴
①は大和物品で
先帝の御時に、
右大臣殿の女御、
うちの御つぽねにまうのほ
りたまひてさぶらひ給にけり。
おはしましやするとしたまち
たまひけるに、
おはしまさざりければ、
ひぐらしに君まつやまのほとと
ぎすとはぬ時にぞこゑも惜
となむきこえ 。
とあって、
歌は「帝を一日中まっている私は松山のほととぎすの
ように、声も惜しまずに泣いている」と解することができる。
②において、「
もしたずねていかないとどうやって聞くことが
できるのかほ とぎすよ、
人を待っ松山の有り明けの一声であ
る」と解される。③は、
貰之の歌の本歌取であり、「人を待っ松
しまぬ
山のほととぎす
よ、
私も
急に人恋しくなってしまった一声であ
る」となる。④においても、「よ
そに心を分けるなほととぎすよ、
人を待っ松山の夜中の一声」と解釈され
るし、
⑤は、「突然にそ
うではないか 聞く
ほととぎす
よ、
人
を待っ松山の忍ぴねの声
は」となる。⑥は「 かないうちの心を知っているのだろうかほととぎすよ、
人を
待っ松山の夕方の声である」と解釈できる。
山は、
風や虫などのように動きのないものであるのでむ
こうか
ら働きかけがないかぎりはどうしようもない。風や虫は自分自身で自在に動くこ ができる
し、
心を述ぺることもできるのである
が、
山はどうすることもできない。
このことに託してよまれたの
が①の大和物語の女御の歌である。女御の身 上 しては、
いく
ら帝にお出ましを願いた ても自分自身から拗きかけること できないのである。
ひたすら動かずに待ち続
けなければならない女
御は、
さながら「まつやま」であり、
その気持ちを代弁している
のがほととぎすなのである。
つま
り「まつ山」は「待っ」ことが
身上であり、
その
山にやって来てくれるほととぎすによってはじ
めて心情吐露が可能となる。「ま
つ山」はほとんどが「ほととぎ
す」とあわせてよまれている 、
動くことのできない山にたいし
て働きかけ、
心を動かさせるものがほととぎすなのである。
そし
て、
あると
きは「ほととぎす」が「まつ山」と一体化して「ほと
とぎす」が松山の心を述ぺるのでは であろうか。
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次に「人まつ山に」の「に」については「まつ山で」（谷評解）
「まつ山
に」（金子・窪田・竹岡）
と場所をあらわ
す格助詞と解
されているものがほとんどである。
はたして「に」は、
場所だけ
をあらわしている であろうか。
•
「人まつ山」が「人を待っ」と「松山」との掛詞であり、
圧縮
された表現であることはすでに述ぺたとおりである
が、
では「ま
っ」をイメージ化してとらえ とするとどうで ろう
か。
つまり、
ほととぎすよ、
人を待つ松山の急もちになってないているよ
うだから、
私は急に恋しさがまさることであるよ。
とほととぎすと山が一体化して、
ほととぎすに山の感情を移入し
てよ
むのである。
それをつなぐものが、「人まつ山に」の「に」
である。古今集にはこのような「に」の用例が散見できる。
あきの野にみだれて咲ける花の色のちくさに物を思ふころかな（恋ニ・五八三・つらゆき）
この歌は、「秋の野に乱
れて咲いて
いる花の色が色々であるよ
うに私の心も色々と乱れていることだ」
となるが、
眼前のちくさ
が色々 咲き乱れている様
子に自分自身の心も乱れているのであ
る。
つまり、「
心の
乱れ
た様
子」と「ちくさの
様子」が第四句
「ちく
さに物を」の「に」によってイメージが結ばれているので
ある。
心のみだれは目には見えないので、
且にみえるちくさで
表
現している。
かぎりなくわがおもふ人の行く野べは色やちくさに花ぞさきける（貰之集・一八一）
同じ貰之のうたであるが、
同様にこの歌も「限りなく私が思っ
ている人が行く野辺には、
様々な
色の花が咲
いていてその色々な
様子
に私の心も色々
に思う事だ」と、「かぎ
りなくわがおもふ」
様子と「野べの
ちくさ」の様子が第四句の「
色やちくさに」の
「に」によっ イメージがむすばれている。
夏の
夜の
ふ
すか
とすれ
ば郭公鳴く一声
にあく
るしの
のめ
（夏・一五六・つらゆき）
「夏の夜の床についたかと思うと郭公のただ一声⑲く、
その声
の様
子に短く
明けてしまうしののめのそらよ」とな
る。
ほととぎ
US五）
すは、「枕草子
j
（三十九段）にも
・
五月雨のみじかき夜に寝覚を
して、
いかで人より
さきに間か
んとまたれて、
夜ふかくうちいでたるこゑの、
らうらうじう
愛敬づきたる、
いみじう心あくがれ、
せんかたなし。
とあるよう
に、
短夜を徹しても声がまたれる烏であっ
た。
ほとと
ぎすの声は鋭く短い。
そして瞬時に去って行くのであるから、
人
より少しでも早く聞こうとすれば、
一声を聞き逃すまいと緊張し
て待つのである。
延五記にも
夏夜の極めて短かければ、
只、
鳥の一声の内に明くるかと思
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四へり
とある
。「ほととぎすの開いたか
どうかまどうようなご瞬間の鋭
く短い一声」と、「夏の夜の短さ
」のはかないイメージが、「ただ
二戸に」の「に」で瓜層化される
のである
。．この短い夏の夜をほ
とと
ぎすの声で表現した歌は他にほととぎす一こゑにあくる夏の夜の暁がたやあ
ふごなる
らむ
（後撰集・夏．’-九一・
よみ人しらず）
ほととぎすなつのよさへぞう
らめしきただひと
こゑにあけぬ
と思へば（六条作理大夫集・ニ0四）
などがあり、
前者は「ほととぎすが一声鳴
く、
その声の様子に短
く明けてしまうそんな短い夏の夜の夜明け前の短い時間だけが私達の逢う時間な
のでしょうか。」と「夏の夜の短
いイメージ」と
「ほと
とぎすの声のイメージ」と更に
は「逢瀬の短くあわただし
いイメージ」と
が「一こゑに」の「に」によって三重にかさなっ
てくる。後者は「ほととぎすよ。夏の夜でさえも恨めしいよ。
お
前の嗚 たった一声の様子にもう夜が明けてしまうのだから
9」
とこの歌
も「に」によって「夏の夜」と「ほととぎすの一声」が
重層化されてい のである。
鳶のなく野辺ごとにきてみればうつろ
ふ花に風ぞ吹き
ける
（古今集・春上·10五・よ 人しらず）
この歌は、「鴬があちらで
もこちらでも嗚き、
花がちらちらと
散っているその様子に風がふいているよ」となっ
て、
花の散る様
子に風が吹 ているのである。
風は見えないものであるので、
「うつろふ花」によって視覚化されて
いる。「ける」は発見の助
動詞であるから、
今まで気付か
なかった移．ろう花の姿に風，のイ
メージがわいた。
そして、
花が移り変わって散って行くイメージ
と風のイメージが「に」と う助詞で一．致し
たのである。「に」
には、
場所をあらわす格助詞、
原因・理由をあらわす格助詞など
があげられるが、
この「
．．． 
に・・・ける」の形は、
白雪のふりしく時はみよしのの山したかぜに
花ぞち
りける
（古今集・賀・三六三）
のように原因・理由の「に」として用いられる場合もあるが、
新
古今集には、
山ざとのはるの夕暮きて見ればいりあひの鐘に花ぞ散りける（春下·――六・能因法師）はるさめのそぽふる空のをやみせずおつる涙に花ぞ散りける（春下．―-八・源重之）
などの歌がみ
られる。注釈書でみてみると、
前者は
．．
山里の春の夕暮れを来て見ると、
入相の錨とともに花が散っ
一註六）
たよ。（『新古今集全評釈」）
と解されている。
つま
り、．鐘がなり始めると同時に、
もしくは鐘
を合図に花
が散り始めたか
の感がある。「いりあひの鏡」とは一
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日の終わりをつげる夕方になる鐘のことで
山寺の入あひのかねのこゑごとにけふもくれぬときくぞかなしき（拾遺集・哀傷．
ii-
＝ニ
・よ
み人しらず）
などのように用いられている。
寺というものは
、．鐙を響かして
人々に時刻を告げる役目があったのか、
初瀬山をのへの花はかすみくれてふもとにひぴく入あひの声（玉葉集・春下・一五四・権僧正憲淳）吹きまよふあらしにかはるひびきかなおなじふもとの入あひの鐘（続千戟集・雑中・一九一0 少僧都叡俊）
などの高いところからふもとへ鐘が咽いている歌がみられる。
嵐ふく尾上の花も入あひも袖におちたる志賀の山ごえ（為手千首．―-六）
の歌におい
ては、．志双の山越えは桜が有名
であるが、「嵐のふい
ている尾上の花も入あいの錨の音も」旅人の袖 上に「落ちてくる」のである。
以上のような点に留意しながら解釈すると
．
山里の春の夕暮れにきてみる
と‘
-Bの終わりをつげるいり
あいの鐘 音がきこえて 、
その鎧の音が響きながら山の
ふもとにおちていく様子に花が散っているなあ
となる。「鐘の音がふもとの里に四方八
方におち
るように響いて
いる状態」と
「花の散っている状態」が第三句の「いりあひの維
に」の
「に」によって
イメージ
が結ぴ付いている。花が散ってい
る空に「いりあひの鐘」がなり響いて「音」のおちていくように響くイメージと「花」 ちっていくイメージとがかさなって るのである。
はるさめのそぽふる空のをやみせずおつる涙に花ぞちりける
においても、
春雨は少しの間止もうとせずしょぼしょぽ降り、
空の涙のよ
うに落ちてくる。
それ
をじっとながめているわたしの目から
も涙が落ちる
。
その雨と涙とともに、
花は散ってしまった。
｛に七一
(「新古今集全評釈」）
．
と解されているが、
この歌は前 「山ざ の」の歌と同じ構造で
ある
。
桜は古来から様々にみたてられてきた。
桜花さきにけらしなあしひきの山のかひより見ゆる白雲（古今集・春上・五九・つらゆき）
＇，
＇
などのような単純なものから、
嵐ふく志賀のやまぺの桜花ちれば宰居はさざなみぞたつ（千載集・春下・八七 右兵衛公行）ちりまがふ花の
よそめは吉野山あらしにさわぐ蜂のしら雲
＇（
新古今集・春下・一三ニ・刑部卿頼輔）
のように散る花を雰居のさざ波と見立てたり、
花の散つている様
子をしら撚がみだれているように見立ててい のである。
一方で、
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以上のように「に」の用法を見て来たが、
単に原因をあらわす
格助詞、
場所をあらわす格助詞ではなく、·
時烏人ま
つ山になくなれば我うちつけ
に恋まさりけ
り
の「人まつ山に」の「に」のように
、ほ
ととぎすと松山を一体化
五
み吉野の花の盛をけふみればこしのしらねに春風ぞ吹く（干載集・春上・七六・俊成）
のよ
うな
歌もよ
まれる。「こ
しのし
らね」は「越白嶺・
越前」
（「八裳御抄」）で、
石川県・岐阜県にまたがる「白山」のことで、
白山は雷深いと
ころ
であったらしく、「み吉野の花の満開を今日
みていると、
越の白嶺のようすに邪風が吹いているよ。」となる。
眼前にみている山は、
吉野山であって越の白嶺ではない。
つまり、
吉野山で花が散っている様子を見ていて、
雪の深い越の白嶺の雪
が降っているイメージを重ね
たのである。
そしてこ
の二つのイ
メージをつなぐのは「こしのしらねに」の「に」なのである。
千載集•新古今集の時代になると二煎
構造とし
て、
歌が捉えられ
るようになるのであ
り、「はるさめの」の歌をその
よう
に解釈すると、
春雨がしとしとふってくる空がちっとも
やまないのは、
春雨
が花
を散るのを惜しんでいる涙であっ
て、
涙がおちる様子に
花が散っているなあ
となる。
するもの（対象と対象の一体化）や、
あきの野にみだれ
て咲ける花の色のちくさに物を思ふころかな
の「ちくさに物を」の「に」のように心のみだれ
を目に見えるち
くさで表現したもの（心情の視覚化）、
夏の夜のふすかとすれば郭公嗚く一声にあくるしののめ
の「鳴く
一声に」の「に」のよう
に、
夏の夜の短いイメージと郭
公の喝く声のイメージを重ねたもの（イメージ 重層化）、．鴬
のなく野辺ごとにきてみればうつろふ花に凪
ぞ吹きける
の「う
つろふ
花に」の「に」のように
風の様子を散る花の様子で
表現した
もの
（感覚の視覚化）な
どが
あげられる。
これらの
「に」の用法は干
載•新古今時代にな
ると更に細分化され、
二重
構造や、
対象を情調化したもの、
同時表現を表現するもの、
心情
を感覚化するものなどが見られるようになる。
助詞の解釈は極めて微妙なものであ
り、
文法瞥の規定で推し益
れな
いものがある。一語一語のもっている感党を、
和歌の構築す
（注八｝
る空間から読み取る
その
手掛か
りとなるものが「助詞の解釈」
であり、
たったの一音節であろうともおろそかにすることはでき
ないのである。
注
（注ー）大野晋他編「岩波古栢辞典」（一九八0年・岩波杏店）（注二）同右
- 62 -
（注一―-）日本古典文学大系「竹取物語
伊勢物語
大和物語」（昭和一二十
六年十月・岩波香店）
（注四）同右（注五）新日本古典文学大系「枕草子
J
(一九九一年ふ石波番店）
（注六）久保田淳『新古今和歌集全評釈」（昭和五十一年・講談社）
新古今集の注釈杏はほとんどこのような解釈であるが、
塩井正
男「 和歌集詳解」（大正十四年・明治吉院）には、入相の鉗のきこゆる空にちらちら花のちることにて換目すれば、落花の空に入相の鐘きこゆるなり。
入相の鎧のひゞきにつれて
花の散るにあらず。
とある。
（注七）同右
「落つる涙に」の解釈は、①涙を落している中に（石田吉貞「新古今和歌集全
註解」
・塩
井正男「新古今和歌集詳解」）
②私の涙とともに（窪田空穂「完本新古今和歌集評釈」
・久保
田淳B初古今和歌集全評釈」）の二通りがある。
（注八）述歌・俳諧におけるこのような助詞の解釈については赤羽学「芭
熊俳句鑑買」(-九八七年・清水弘文堂）の「第一章
芭燕俳句鑑賞」
八位れの後撫子さける火桶哉
の解釈について、
藤原定家の「霜さゆるあしたのはらの冬がれ
にひとはなさけるやまとな
でしこ」（拾造愚草）をふまえたう
えで「新撰苑玖波集』の
冬にひと花さけるなでしこ
清水せく岩ねの月は夏さえて
用例を挙げ、
これは、
冬の句に夏の句が付くという異様な対比をなしてい
るが、
付句の立場からする
と、「冬に」を現実の冬とせず、
冬
の様子に冷た＜撫子が咲くと取り倣して、泊水せく岩根に咲く撫子を冴えた月が照らす夏の情漿に転じたのである
。こ
うした
さえざえとした付合 可能となる背後 は、
定家の霜後の撫子
のイメージが作用していたからだと思う。（七一頁）
とある。「第四派
芭磁�の俳句の「に」の表現機能jには、
芭蕉の「に」は、
一つの物を虚構化し、
その状態を他の状
態に重層させるように用いた例が少なくな
い。
それは、常に
芭蕉が物をそのように見ていたということの現れに外ならない。(-九一ー頁）
と述べられており、
芭蕉その他の用例が五十六句掲げられている。
その中の
：
須磨のあ
まの矢先に鳴か郭公（笈の小文）
について、
私は「矢先に嗚か」は、
現実に矢をつがえた須磨のあまの矢先
に郭＾ムが嗚くのかと解するのではなく、
須磨のあまのつがえた矢
．．．．． 先の鋭さに郭公よ嗚くのかと べさ あると思う。芭征�は須磨訪問に際して、
海人が矢をつがえてTし魚を取りに来る烏をおどす
様を見て、
背の合戦の様を偲んでいる。
そういう過去の面影を
智磁法師
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•U
rド，
研究室受贈図書雑誌目録国
光華日本文学〈光華女子大学日本文学会）高矧大国文（高知大学国語国文 会）
第二十三号
甲南国文（甲南女子大学国文学会）
第40号
甲南大學紀要
文学綱
87
語学と文学（群馬 学語文学会）
第―]十九号
国語学研究（東北大学文 部「国語 研究」刊行会）
32
国語学
研究と資料（早大文学部国語学研究と資料の会）
六号
創刊号
第十
（昭和六十二年岡山大学大学院修了）
負った「須磨のあまの矢先に」、
現実の「郭公」も嗚く。
こう解
することで、
俳諧的な面白味も伝わってくる。(-九三頁）
とある。
[付gC]
「大和物語
j
百六段
忘らるるときはの山の音をぞ嗚く秋野の虫の声にみだれて
の歌は
、山が音に嗚＜例である。
この解釈については、
赤羽学「「古今集」
一四八「唐紅のふりいでてぞ鳴く」の解釈私見」（「文学・語学
J
I 0七号、
昭和六十年十月 五七頁に、「恋人に忘らるる時は、
自分は幣磐の山で
あって、
その山が音に喝くのです。秋野の虫が乱れて嗚くそのように乱れ
て」と解釈されている。
第六十九号
国語教育論叢（島根大学教育学部国文学会）
第三号
国語研究（愛知教育大学 院国語教育専攻）第1号国語研究（岡山大学 学部国語研究会）
第七号
国語研究（横浜国立 国語国文学会）
第11号
国語 文（関東短期大学国語 文 会）
創刊号、
第二号
国語 文（高野山大学国文 会）
17．18.19合併号
国語 文学（岐阜大学教育学部国語国文学研究室）第21号国語 文学（徳島大学国語国文 会）
第6号
国語 文学（弘前大学国語 文学会）
第15号
国語 文学（福井大学国語 文学会）第三十二号国語 文学会誌 新潟 人文学部国語国文
学会）
第35号
國語國文學報（愛知教育大 国語国文 研究室）
第五十一集
國語 文研究（北海道大学国文学会）
第92号、
第93号、
第94号
阪語醤文論集（学習院女子短期大学国語国 会）
第二十二号
国語国文論集（安田女子大学日本文学会）
第23号
国語と教育（長崎大学国語国文 会）
第17号
国語の研究（大分大学国語 文学会）
第十八号、
第十九号
国語表現研究（国語表現研究会）
第六号
国際日本文学 集会会議録〈 文学研究資料館）
第16回‘
國文（お茶の水女子大学 国文 会）
第七十七号、
第七十八
号、
第七十九号
國文学（関西大学国文学会）
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